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委査審文論

論文内容の要旨

細胞性粘菌の細胞骨格は微小管系と微小繊維系より成り立っている。本研究ではこの両者の細胞内分

布を明らかにするとともにその機能について考察した口

微小管系は核lζ付随する 1 個の微小管形成中心 (MTOC: 微小管形成中心)を中心として派生する約

30本の微小管より成る単純な構造である。細胞質微小管の役割として. (1)細胞形態の維持. (2)細胞内輸

送. (3)細胞極性の確立が考えられる。このうち，特に(3)についての検証を試みた。まず，小さな細胞で

はこれまで困難とされてきた蛍光抗体法を改良し，細胞内構造を微細に観察することを可能にした(寒

Õ , ...T.!ti!'<:fi1:.-，.;;-rJ;-/ï'\~--t::: I.'" E!.ft I _，_~① 天重層法)。その結果. MTOCは局い確率で核の則方lζ局在した。 さらに，生きている細胞のMTOC

を観察する乙とにより. MTOCの位置の動的変化を明らかにした。その結果. MTOCは常に細胞の中央

に局在し，核を細胞の中央に固定しているらしいことが示唆された。

微小繊維系は主に細胞外質K存在した。発生開始後，細胞の運動性は急激に変化する。乙の変化にあ

いまって細胞のTriton X -100不溶の細胞骨格成分の量が変動した。この乙とは細胞運動の増大が細胞

の運動動力機械の増大によって起っていることを示している。

次に微小繊維系の主要成分であるアクチン及びミオシンの細胞内分布を発生を追って調べた?増殖期
にはアクチンは細胞質全体に分散して分布するが， ミオシンは細胞外質にのみ観察された。一方，発生

を進めた細胞ではアクチン及びミオシンの両者が主に細胞外質に局在した。さらに細胞は前部に偽足，

後部に尾部を持った形態極性を獲得していくが，乙のような細胞では偽足Kはアクチンのみの蛍光がみ

られる一方，尾部ではアクチン及びミオシンの両者が共存していることがわかった。このことはアクチ

ン及びミオシンの共存する後部膜近傍にアメーバ運動の原動力が存在している乙とを示唆している。
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次 iと， ミオシン lζ対する単一性抗体を獲得し，寒天重層法を用いると細胞内にミオシン・ロッドが観

察された? 乙れは再構成したミオシンの太い繊維と大きさが一致した。乙のミオシン・ロ y ドの細胞
内分布を調べた。増殖期の細胞では細胞外質にのみ存在するが 発生を進めると細胞内質にも現われた口

分裂期の細胞では，分裂溝に収縮環状の局在が見られた。さらに活発に運動している細胞では尾部に多

くのロッドが集まっているのが観察された。走化性物質である cAMPを集合期の細胞に与えると，ミオ

シン・ロッドの速やかな分布変化がみられた。すなわち細胞内質にあったミオシン・ロッドが消失し，

外質への集合が起った。この変化は走化性刺激に伴う細胞の収縮もしくは偽足の伸長と相関しているも

のと思われる口また，乙の走化性刺激によるミオシン・ロッドの分布変化が 細胞内カルシウムイオン

の増大によって引き起乙されていることがイオノフ寸アを使った実験から示唆された。

以上の結果を基に アメーパ運動の機構を考察した。
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論文の審査結果の要旨

細胞運動は単細胞生物から多細胞生物に至るまで，普通的に認められる基本的な生物活動の一つで、あ

る。とくにアメーパ運動は多くの細胞運動の中で最も原始的かっ基本的なものと考えられる。細胞運動

はいくつかの共通の分子的基礎にもとづいており，これらの分子は細胞骨格と呼ばれる高次構造を構築

している。

祐村君は細胞性粘菌を用い主として蛍光抗体染色法を駆使し，細胞骨格構造とその動的な変動の様相

を明らかにした。乙の目的のためまず，細胞性粘菌のような比較的丸くて小さい細胞に対して蛍光抗体

染色法を適用するための新しい技術を開発し，さらに細胞性粘菌のミオシンに対する単一クローン抗体

の調製を行った。

ついで，この新しく調製した抗体と新しく開発した技術を用い， (1)細胞性粘菌の初期発生過程で急激な細胞

運動活性の変動がみられるが，これが細胞膜に結合する微小繊維系の増加とともに生ずるこれら微小繊

維系の極性を持った局在分布によるものであること。 (2)アメーバ運動の原動力発生の機構は細胞の後部

膜近傍に存在することを明らかにしy (3)非筋細胞ではじめてミオシンの太い繊維を観察する乙とに成功

し，さらに (4) このミオシンの太い繊維が正常の細胞において動的な挙動をとっていることを確認した。

以上のような祐村君の研究は細胞運動の機構の研究に新しくかっ重要な知見を加えるものであり，よ

って本論文は理学博士の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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